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田能遺跡群の所在する高槻市大字田能は、北摂山地の東北部の山々に囲まれた

山間小盆地 (田 能盆地)に位置 し、大阪府では極めて希少な山と緑 に囲まれた地

域であ ります。

今回の発掘調査 は、農地還元利活用事業 (樫 田地区)に先立って、平成12年 度

から平成13年度にわたって実施 したものです。当該地区の発掘調査は、平成H年

度に当該予定地内の遺跡確認調査および早期着手地区の発掘調査 を実施 し、今年

度で 3年 目を迎えています。

田能盆地は、平安時代末期から鎌倉時代初期 にかけての文献が残存 し、また北

西の山腹 に戦国時代の部将である明智光秀が築城 したと伝えられる山城の田能城

跡など、歴史的には著名な地域であ りました。 しか し、埋蔵文化財 については、

以前 に高槻市教育委員会による遺跡分布調査が行われ、田能北遺跡、田能南遺跡

が発見 された以外は、実態が不明な地域であ りました。 しか し、これまで 3年 間

の発掘調査 によって徐々にではあ りますが、田能盆地内の遺跡の状況が明 らかに

なってきました。

前回の調査 までは、文献や検出 した遺構 により平安時代末期から鎌倉時代初期

を中心 として、人々がこの地に定住 し始めたと考えられていました。 しか し平成

14年 度の調査 によって、鎌倉時代の遺構 に加え、平安時代初期や平安時代後期の

建物 を検出 したことから、その時代 には生活が営 まれていたことが初めて確認 さ

れ、大 きな成果を挙げることが出来ました。

最後にな りましたが、発掘調査 にあたってご協力いただきました高槻市教育委

員会、樫田地区土地改良区、地元 自治会各位 をはじめ とする多 くの関係者の方々

に厚 く感謝いたします とともに、今後 とも文化財保護行政について変わらぬご理

解 とご協力をお願い申し上げます。

平成14年 3月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 小オ本 栄

きしti】t
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1.本書は、大阪府教育委員会が、大阪府環境農林水産部の依頼を受け、農地還元利活用事業 (樫

田地区)に先立って実施した、高槻市大字田能所在、田能遺跡群発掘調査概要・Ⅲである。

2.現地調査は、平成12年度および平成13年度にわたって実施し、田能南遺跡を平成12年 9月 か

ら平成13年 3月 、田能北遺跡を平成13年 7月 から同年12月 に文化財保護課調査第 1グループ技

師奥和之が担当した。それに伴う整理作業は、各年度毎に調査管理グループが平行して行い、

平成14年 3月 に全ての作業を終了した。

3。 調査の実施にあたっては、高槻市教育委員会、大阪府環境農林水産部、大阪府北部農と緑の

総合事務所、樫田地区土地改良区、地元自治会をはじめとする諸機関および下記の方々にご指

導、ご教授を賜った。

橋本久和 (高槻市教育委員会)、 重金 誠 (能勢町教育委員会)

4。 本調査の写真測量は、平成12・ 13年度を共に株式会社サンヨーに委託し、撮影フイルムにつ

いても同社で保管している。

5。 本書の執筆・編集は、奥が担当した。

例

l。 座標、方位については国土座標、標高については東京湾平均海水面 (T.P.)を基準とした。

2.遺構の色調については、小山正忠・竹原秀雄 「新版標準土色帳」 日本色彩研究所1992を 使

用した。

H

3.遺物は、挿図、図版および遺物観察表の番号と一致させた。
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第 1 はじめに

田能南遺跡および田能北遺跡 (第 1図、図版表紙)は高

槻市大字田能地区に所在し、高槻市の北部、市街区域から

約12km離れた大阪府の北東部、北摂山地の穏やかな山々に

囲まれた標高350m前後の東西約0,3km、 南北約 l kmを 測る

小規模な山間盆地 (田能盆地)に 立地する。当該地区は、北

と西を亀岡市、東を京都市と接しており、大阪府の地形で

いえば、北に瘤状に飛び出した形状をなしている。

今回の発掘調査の経緯となった大阪府営農地還元利活

用事業 (樫田地区)は、山間盆地の比較的傾斜のきつく狭

小不整形で統一性のない耕地を、府内の公共事業などに

よって生じた残土を利用し埋め立て、広い水田に整備し、

農作業の効率化を図ろうとする事業である。

これに伴う発掘調査は、平成11年度に実施した遺跡確認

調査をかわきりに、これまで神宮寺西遺跡 (平成11年度)、 田能城跡 (平成11年度)、 田能北遺跡

A地区 (平成12年度)の調査を3年間継続して実施している。今回の調査は、平成11年度に実施

した田能盆地内の遺跡確認調査の結果に基づき、本府教育委員会と本府環境農林水産部と協議を

行い、基本的に盛上によって遺跡の保存を図るが、切 り上により遺跡が破壊される地域に限定し

て発掘調査を行うこととなった。

調査は、平成12年度に田能南遺跡、平成13年度に田能北遺跡 (B～ I地区)について実施した。

田能南遺跡 (面積221lm2)については、平成12年 9月 に調査を開始し、平成13年 3月 をもって

終了した。

田能北遺跡 (面積2950ポ )については、平成13年 6月 に調査を開始し、同年12月 をもって終了

した。

調査の方法は、基本的に耕作土層および床土層をバックホウによって、厚さ約0.3m除去した後、

人力により厚さ0,3mか ら0.35mの 遺物包含層を地山まで掘削し、遺構 。遺物の検出に努めた。

なお、当該地区における位置と環境については、『田能遺跡群発掘調査概要・Ⅱ』銘参照された

�ヽ。

註≫

1)大 阪府教育委員会 F田能地区遺跡確認調査概要』 2000

2)大 阪府教育委員会 『田能遺跡群発掘調査概要・ Ⅱ』 2001

垂早

第 1図 大阪府と調査地点
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第 2章 田能南遺跡の調査

第 1節 概 要 (第 2図 )

田能南遺跡は、田能盆地の南側に広がる遺跡で、遺跡の大半は田能川の西に存在する谷の縁辺

部から中央にかけて存在し、平成11年度の遺跡確認調査で一部は、田能川の東側の丘陵縁辺部に

も広がることが判明した。遺跡の規模は、東西長約400m、 南北幅約150mを測る。

今回の発掘調査対象地域の大半は、農業用水路予定地を中心とし、周知の遺跡の範囲内をほぼ

「L」 字状に巡る形状を示している。

調査面積は約2211ポ を測る。検出した遺構は、建物 4棟、土坑 3基、建築部材の集積場 1ケ 所、

溝、自然流路などである。

第 2節 A地 区の調査

1.調査の概要 (第 4図、図版 l-1)

A地区は、盆地谷部の開田部付近に位置するX=-116,187、 Y=-37,234付近からX=一

116,275、 Y=-37,220付 近までの基本的に幅約 5m、 長さ約100mを測 り、北側の丘陵縁辺部と南

側の丘陵縁辺部とを結ぶ南北に長い調査区である。検出した遺構は、中世と推定される溝 1本、

他に時期不明の自然流路などである。

2.基本層序 (第 3図、図版 1-3)

層序は、地表面に現水田の高低差が存在するものの、基本的に同様な堆積状況を示す。耕作お

よび床土以下は、 3層から4層 に分けることが出来る。ほぼ水平に堆積 し、耕作によるものと考

えられる攪拌を受けていることから、水田であった可能性が高い。各層からの出土遺物は、最下

層のオリーブ黒色粘質土層まで、中世の遺物が含まれていることから、中世以降水田化されてい

た可能性が高い。

I

Ⅱ

Ⅲ

耕  土

10YR 6/2灰 責褐色粘質土層(床土)

25Y6/3 にぶい責色粘質砂土層

Ⅳ 10YR5/2灰責褐色粘質砂土層  Ⅵ 5Y2/2 オリーブ黒色粘質土層

V 5Y3/2 オリーブ黒色砂質粘土層 Ⅶ 26Y4/2暗灰責色粘質砂土層

0                         2m

第 3図  田能南遺跡 A地 区基本層序図
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以下各層の概要を記述する。

I層 耕土層で層厚は、約0。 2mを 測る。

Ⅱ層 耕土層の床上で、基本的に 1層であるが、部分的に 2層から3層 に分けることが出来る。

また、部分的に調査区が低湿地に属 しており、床土が形成されていない地点もある。

Ⅲ層 にぶい黄色粘質砂土層を基本とする層で、調査区中央から北狽1に存在する。層厚は、0.1

m前後を測る。

V層 灰責褐色粘質砂土層を基本 とする層で、調査区全域に広がる。層厚は、0.lmか ら0。 3m

を淑Jる 。

V層 オリーブ黒色砂質粘土層を基本とする層で、調査区中央から南側に存在する。層厚は、

0。 lm前後を測る。

Ⅵ層 オリーブ黒色粘質土層を基本とする層で、調査区全域に広がる。層厚は、0.lm前後を測

る。

Ⅶ層 暗灰責色粘質砂土層を基本とする層で、調査区南側に広がる。層厚は、0。 lm前後を測る。

3.調査の成果

溝 1(第 5図)X=― l16,188、 Y=-37,231付 近からX=-116,227、 Y=-37,224付 近で検

出した基本的に北から南に走る溝である。上面の耕土面にはほぼ同様な方向に走る水田の用水路

として使用されている溝が存在する。溝は、若千位置が異なるが、地山面で 2回の掘 り直しが認

洋コ帥
25Y5/3黄 褐色砂層

5Y2/2 オリーブ黒色砂質粘土層

25Y5/2暗灰黄色砂層

0              2m

第 5図 田能南遺跡 A地区溝 1平面 。断面図
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1. 5Y5/1 灰色砂質粘土層

2 25Y5/4黄 褐色砂層

3 5Y4/1 灰色砂質粘土層



められる。 X=-116,215、 Y=-37,226付 近からX圭 -116,221、 Y=-37,226付 近の間は、溝の

両肩に木材 (木切れ)や杭などにより、肩を補強している。これらは、土層観察および平面観察

によると新 しい溝に属する。溝内には、砂層が全面に堆積 していることから常時水が流れていた

ものと考えられる。溝は、上面が地山面から幅約0.5m、 深さ約0.3m、 下面が地山面より幅1.Om

から1.3m、 深さ約0.5mを 測る。溝内からの遺物は少量の破片で、図化は出来なかったが、瓦器、

土師器片が出上 したため、中世と推定される。

4.出土遺物 (第 6図、図版11)

調査区の各層から出土 した遺物は、12世紀から13世紀中頃にかけてのものと推定される瓦器椀

を中心 として土師皿、土師器羽釜、青磁碗、白磁碗などがある。

これらの時期の出土遺物 として、フイゴの羽口 (27)がある。また、これらの時期を胡るもの

として平安時代前期の須恵器壷の口縁部 (28)がある。

羅 製  覗    ガ

ヨ ロ  ノ

11
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19
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:∞

野

V8
6

A地区出土遺物 (1～ 28 包含層 )
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第 6図 田能南遺跡



第 3節  B地 区の調査

1.調査の概要 (第 4図、図版 l-2・ 2-3)

B地区は、A地区のX=-116,215、 Y=-37,228付 近から西に延びる調査区である。調査区は、

谷の開田部付近に位置することから、特にこの周辺が軟弱地盤であったため、地山から上層の地

盤改良を行うこととなり、用水路用地の他に調査区の一部を拡張したため、歪な形をなしている。

東西長約 5m、 南北幅約 5mか ら最大幅15mを 測る。

検出した遺構は、主に自然の落込み内上層から出土した

建築部材の集積場と推定される遺構である。それ以外には、

調査区内のほぼ全域にわたって辺に切 り株、木の根などを

多数検出した。

2.基本層序 (第 7図、図版 1-4)

層序は、地山面から上層が水田であった可能性が高い堆

積状況および土質、色調を呈 している。各層からの出土遺

物は、最下層の灰黄褐色粘質土層まで、中世の遺物が含まれ

ていることから、中世以降水田であった可能性が高い。

以下各層の概要を記述する。

I耕  土

Ⅱ 25Y6/2 灰黄色粘質土層

Ⅱ 5Y5/1  灰色粘質土層

Ⅳ 25Y4/2 暗灰黄色粘質土層

V 10YR 4/2灰 黄褐色粘質土層 (有機物含む)

0          1m

第 7図 田能南遺跡 B地区基本層序図
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第 8図 田能南遺跡 落込み 1出土遺跡 1(29～61 落込み 1)
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10YR 4/2灰責褐色粘質土層 (有機物含む)

10YR 5/2灰黄褐色粘質土層

(25Y8/1灰白色粘土ブロック含む)

25Y6/3 にぶい黄色粗砂層

2.5Y5/1 責灰色砂層

10YR 3/2黒褐色粘質土層 (有機物含む)

田能南遺跡 落込み 1遺物出土状況
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第 9図
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I層 耕土層で層厚は、約0.2mを 測る。

Ⅱ層 灰黄色粘質土層を基本とする層で、層厚は、0.2m前後を測る。

Ⅲ層 灰色粘質土層を基本とする層で、層厚は、0.lm前後を測る。

V層 暗灰黄色粘質土層を基本とする層で、層厚は、0.lmか ら0.3mを 測る。

V層 灰黄褐色粘質土層を基本とする層で、落込み lな どの遺構が存在する時期の遺物包含層

である。層厚は、0.lm前後を測る。

3.調査の成果

落込み 1(第 9図、図版 2-1・ 2)X=-116,233、 Y=-37,269付 近からX=-116,220、

Y=-37,241付 近にかけて検出した溝状の落込みである。両端は、調査区外に延びる。調査当初

は、溝状に延びることから自然流路と思われたが、A調査区で対応する遺構が検出されなかった

ので落込みと判断した。落込みは、幅 6mか ら10mを測 り、X=-116,213、 Y=-37,246付 近ま

では、深さ約0.lmと 緩やかな底部をなしていたが、そこから南は徐々に深くなり、最深部で約0,5

mを測る。落込み内の堆積状況は、上層の灰責褐色粘質土層までは、遺物が混入しているが、そ

れ以下の層には、有機物、砂が堆積し、遺物の存在は全 く認められなかった。

上層の灰黄褐色粘質土層から出上した遺物のほとんどは、建築材に使用する以前の木材と推定
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第11図 田能南遺跡 B地区出土遺物
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されるものであり、その間に瓦器椀、土師器皿、青磁碗、自磁碗、須恵器悟鉢などの上器 (第 8

図、図版11)が混入している。

材木は、落込み上層の灰黄褐色粘質土層中のX=-116,214、 Y=-37,246付近からX=一

l16,220、 Y=-37,240付 近の幅約6.5m、 長さ約7.Om、 厚さ約0。 3mの範囲に集中して出土した。

この地点は、落込み底面の深さの影響で上層に存在する灰黄褐色粘質土層が厚 く堆積し、他の地

点より凹レンズ状に堆積 している。また、灰責褐色粘質土層の底面が他の地点より深 く、現状か

らいえば、常時水が存在 し、沼状になっていたものと推定される。出土状況は、材木がアトラン

ダムに出土したのではなく、落込みの肩部と垂直に近い方向に配置されていたように見受けられ

るものが多く、規則性が認められる。

この周辺からは自然木および木の根も多数出土しているが、建築材として認められるものは、

総数100点 を超える。主なものは板材 (第 10図 -62～67)で、大きいもので長さ約308cm、 幅約16.5

cm、 厚さ約7.6cm(62)、 小さなもので長さ約79.4cm、 幅約12.5cm、 厚さ約2.7cm(66)ま で各種存

在する。しかしこれらは、九太材を板材用に割 り揃えたのみで、ヤリガンナなどの金属器などに

よって、きれいに表面を整形したものはない。板材の他に特に注目されるものとしては、何に使

用されるかは現在の所不明であるが、先端を杭状に尖らした長さ約291.Ocm、 径約5,7cmを測る長

い棒の先を、本体と枝を利用して三股に切 り揃えているもの (第 10図 -68。 69)がある。このこ

とから、棒の先端は地中に打ち込み、二股の部分は何かを立掛けるように作られたものではない

かと考えている。またこれ以外には、図化はしていないが垂木に使用すると思われる径5。 2cm、 長

さ309.5cmを 測る棒などがある。

しかし、これらは大きさから柱、梁などの建物の基礎になる大きな部材は見当たらないこと、

またこれらは使用痕が全く認められないこと、周辺に自然木は認められるものの、これらを加工

した際に出来る木屑が認められないことなどから、これらを建築部材にある程度加工した後、こ

の地点に集められたものと考えている。

配置された時期は、落込み内の土器 (第 8図、図版11・ 14)か ら13世紀前半と推定される。

また、これらより、上層で田下駄 (第 10図 -70)が出土している。

その他の遺構 (図版 1-2)調 査区内のほぼ全域にわたって木株、木の根などが多数検出され

た。木株は切 り株が多く、自然に枯れたものは少ない。落込みが存在していた当時は、木が周辺

に生い茂っていた可能性が高く、これより上層は、水田の可能性が高い土質、色調を呈している

ことから、この周辺を水田化するために、本を伐採したものと考えている。

4.出土遺物 (第■図、図版12)

遺構以外からの出土遺物は、中世のものが大半を占め、瓦器椀、瓦器小皿、土師器皿、土師器

小皿、須恵器悟鉢、青磁碗、白磁碗などがあり、時期は12世紀後半から13世紀後半と推定される。

それ以外には、平安時代前期 (9世紀)と推定される杯身 (105)がある。これらは、地形から谷

の北側縁辺部から流れ込んだものと推定される。

―-11-―



第 4節  C地 区の調査

C地区 (第 12図 )は、A地区の南側に存在し、遺跡の南東端付近にあたる。基本的には東西方

向に長い調査区である。調査区は、地形的には谷の開口部、南西方向から派生する丘陵の縁辺部

付近のX=-116,300、 Y=-37,247付 近からX=-116,289、 Y=工 37,217付近に位置し、長さ約

30m、 幅約 5mを測る。

基本層序 (第 13図 )は、堆積層の厚さの違いは認められるものの、地山から耕土層までは、A・

B両地区に存在する層と同様にほぼ水平に堆積し、土質、色調も極めて酷似している。ただ調査

区が丘陵の縁辺部にあたることにより、地山が南側に行 くに従い高くなり、各層が徐々に収束し

南西端では耕土層のみとなる。

当該地区は、土層断面観察の結果、A・ B両地区と同様、中世以降水田であったものと推定さ

れ、遺構は、南西方向から延びる丘陵の縁辺部付近の落ちを確認したのみで、全 く存在しなかっ

た。

遺物 (第 14図 )は、少量でⅢ・Ⅳ層中より出土した。出土した遺物は、西側に存在する中世と

推定される遺構からのものと考えられ、種類は瓦器椀、土師器皿、土師器羽釜、須恵器橋鉢、甕

片などであるが、細片が多く図化出来たのは2点のみであった。

卜却卿

耕  土

75Y6/2灰 オリーブ色粘質土層

25Y6/2灰 黄色粘質土層

25Y5/1黄 灰色粘質土層

0          1m

第13図  田能南遺跡 C地区基本層序図

比
20cm

第12図 田能南遺跡 C地区平面図 第14図  田能南遺跡 C地区出土遺物

(106・ 107 包含層 )
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第 5節 D地 区 の調査

1.調査の概要 (第 15図、図版 3-1・ 2)

D地区は、谷の南側、西から東に延びる丘陵の縁辺部付近

に位置し、C地区とE地区に挟まれた東西に細長い調査区で、

当該遺跡内では、集落が営まれるには最 も地形的には適 して

いる地区と考えられる。

調査区は、X=―■6,312、 Y=-37,359付近からX=―

116,307、 Y=-37,286付 近までの東西長約73m、 南北幅約 6

mを測る。調査区は、西から東に緩やかに下る谷の南側縁辺

部付近に存在するため、西端と東端との地山面での標高差は

2.5m存在する。

検出した遺構は、建物 4棟、土坑 l基、杭列 2基、溝、建

物に伴わない柱穴などである。

2.基本層序 (第 16図、図版 3-3・ 4)

層序は、東西長約73mの細長い調査区にもかかわらず、近

世から近代にかけて水田造成時に削平ないしは盛土を行っ

ているが、地形の変化や若千の上質の違いは認められるもの

の、本来はほぼ同様な堆積状況を示 しているものと推定され

る。

以下、各層の概要を記述する。

I層 耕土層で層厚は、約0.2mを測る。また、調査区の

一部に存在する I′ 層は、旧耕土層で、層厚0.2mを 測

る。

I層 褐色粘質土層を基本とする層で、当該地区の床土層

である。層厚は、0.lm前 後を測る。また、調査区の

一部に存在するr層は旧床土層である。

Ⅲ層 にぶい黄褐色砂質粘土層を基本とする層で、当該地

区の遺物包含層であるⅣ層とほぼ同系統の上質、色調

を呈 していることから丘陵上部よりその土が流れ、堆

積 したものと考えている。層厚は、0.05mか ら0。 2m

を測る。部分的に 2層 に分かれる地点も存在する。

V層 灰黄褐色砂質粘土層を基本とする層で、当該地区の

平安時代から中世 までの遺物を包含する層である。

層厚は、0.05mか ら0.2mを 測る。

ふ 堵卜

y―~-37,344

Y_― _34324

土坑 1

ー

建物4

②
Yミ=_37,3o4

SP10コ

|

0               10m

第15図  田能南遺跡 D地区平面図
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3.調査の成果

建物 1(第17図、図版 3-2・ 図版 4-1～ 7)建 物 2、 建物 3と でひとつの屋敷地を構成す

ると考えられるもので、北側の桁行の一部は調査区外にある。建物は、X=-116,312、 Y=一

37,342付近を中心とする基本的に梁間 l間 (東側約3.5m)、 桁行 5間 (南側約10.05m)を測る。

しかし、北側の桁行の一部が調査区外 |こ あるため全容は不明であるが、南側のものとでは、柱間

の間隔が広いことから、柱穴の数が 1本少なく4間 と推定される。また、東端で梁間と桁行が揃

わず、0。 8m程度北狽1が長い。柱間は、南狽1は、1.8mか ら2.lm、 北狽1は、3.Omか ら3.5mを 測る。

柱穴は円形に近い形を呈 し、径0.3m前後、地山面からの深さ0.15mか ら0.3mを 測る。柱痕は、土

層断面観察の結果、径0.lm前後を測る。柱穴内からは、SP65か ら黒色土器底部 (第22図 -108)

が出上 している。建物の時期は、出土遺物から平安時代中期 と推定される。

建物 2(第 18図、図版 4-8)南 側の一部が調査区外にあり、建物 1と 約 lm東に離れほぼ同

方向に接 して建てられている。規模が建物 lよ り小さいことから建物 1に付随する施設と考えら

れる。梁間 1間 (約2.4m)、 桁行 2間 (3.4m)を測るが、桁行の中央の柱穴が0,lm程度外側に

張 り出している。このことから桁 と梁が異なる可能性がある。柱穴は円形に近い形を呈 し、径

0。 2mか ら0。 3m、 地山面からの深さ0。 15mか ら0.3mを 測る。柱痕は、土層断面観察の結果径0.lm

前後を測る。

建物 3(第 19図)建物 2の北東側、X=― 116,311、 Y=-37,329付 近を中心とする建物で、

炉跡 1を 覆う位置に存在していることから、これに付随する施設と推定される。建物の北側が削

平を受け、段になっているため規模は不明である。梁間l間 (約2.5m)、 桁行 l間 (2.9m以上)

を測り、西側の桁と梁が直行していないこと。柱穴は、径約0.15m前後、深さ約0.lm前後と、今

耕  土

10YR 6/2灰 責褐色砂質土層 (十 日耕土)

75YR 4/4褐 色粘質土層 (床土 )

25Y7/6 明黄褐色粘質上層 (I日床土)

10YR 4/3にぶい責褐色砂質粘土層

10YR 5/2灰責褐色砂質粘土層

0                      2m

第16図  田能南遺跡 D地区基本層序図
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灰黄褐色砂質粘土層

灰黄褐色粘質土層

10YR 5/3にぶい責褐色砂質粘土層

10YR 4/3にぶい黄褐色粘質土層 (炭まじり)

第17図  田能南遺跡 D地区建物 1平面 。断面図
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10YR 5/3にぶい黄褐色粘質土層

10YR 4β にぶい黄褐色粘質土層

10YR 5/1褐灰色粘質土層

10YR 4/1褐 灰色粘質土層

第18図  田能南遺跡

③
SP31

＼中鯉

0                   2m

D地区建物 2平面・断面図

回検出した他のもの

と比較 して小規模で、

柱痕は、土層断面観

察の結果、径0,05m

前後を測る。これら

のことから小屋状の

覆屋 といったのもの

を想定 している。

また、建物 1。 2

と建物の軸がほぼ同

方向のため、現在の

所 これらに伴 うもの

と考えているが、柱

穴内から遺物が全 く

出上 していないため

不明な点が残る。

炉跡 1(第20図 )

X=― 116,310、 Y圭

-37,328.5付 近 を中

心 とする。これには、

前述 した建物 3が付

随すると考えている。

炉跡は、北狽Iが削平

を受け斜面 となって

いるため欠失 してい

る。長さ0.8m以上、

幅はゴヒ側で約0.35m、

南の先端付近で丸 く

なり約0。 15mを 測る。

炉の壁面から底面の

ほとんどは、高熱を

受 け、厚 さ約0.01m

か ら0.03m程 度赤変

しているが 、】ヒ偵1の

塩
ｌ
③
ド
‐

峠

６烈い〕）ＳＰぷ
ヽ
瓜
ヽ
ェ
本

/

Ｅ
∞
ｏ
∞
∞

ヽ
Ａ
ハ
甘
ェ
、

10YR 4/3に ぶい黄褐色砂質粘土層

10YR 4/2灰責褐色砂質粘土層
0                2m

D地区建物 3平画・ 断面図
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引ヽ嘲0

す
′

0                     1m

第20図 田能南遺跡 D地区炉跡平面・断面図

＼

第21図 田能南遺跡 D地区建物 4平面・断面図

約0。 3mの 間は平面形では径0,3m

前後、地山面からの深 さ約0.lm

を測る土坑状の落込みをなし、壁

面は赤変していない。土層断面観

察では、炉の本体 と考えられる部

分は、この周辺で立ち上がってお

り、用途は不明であるが、炉築造

時には土坑状に掘られたが、使用

時には、埋められていたものと考

ぇている。

高熱を伴 う作業をしていたもの

と推定されるが炉跡内及び炉の周

辺からは、鉱津などが全 く出上 し

ていないため用途は不明である。

建物 4(第21図)建 物は、X=

―l16,308、 Y=-37,309付 近 を

中心とし、北側が調査区外に延び

る。基本的に梁間 l間 (2.Om)、

桁行 2間 (3.5m)以上を測る建物

である。梁の柱間2.Om、 桁行 き

の柱間は異なり、1,2mか ら1.8m

を測 る。柱穴 は円形 に近 く、径

0.2m前後、深さ0.15mか ら0.35m

を測る。柱痕は、土層断面観察の

結果、径0。 lm前後 を測 る。柱穴

内からは、遺物は出土 しなかった

が、周辺からの出土遺物から中世

と推定される。

08 ―
tl

110

@
0                 10cm

第22図  田能南遺跡 D地区遺構出土遺物

(108 SP65、 109 SP104、  110 SP109)

プ

3301m

5YR 4/1 灰褐色土層 (炭、灰、焼土まじり)

5YR 5/2 灰褐色土層 (炭、灰、焼土まじり)

10YR 5/2灰 黄褐色砂質粘土層

10YR 6/3にぶい黄橙色砂質粘土層

◎碑

◎
ｓ

10YR 4/3にぶい黄掲色砂質粘土層

10YR 4/2灰 黄掲色砂質粘土層
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土坑 1(第23図)建 物 4の東側、X=-116,308、 Y=-37,305付 近を中心 とする。土坑は 2

基存在 しほぼ同一地点で切 り合っていたため検出面上面では、同一のものと判断して掘削 した。

土坑は、土層断面観察の結果、土坑 1-Aが古 く、土坑 l一 Bが新 しい。土坑 1-Aは、平面形

では楕円形に近い形を呈 し、長径約1,7m、 短径約1.3m、 深さ約0.3m、 土坑 1-Bは、平面形で

は楕円形に近い形を呈 し、長径約1.2m以上、短径約0,7m、 深さ約0.lmを 測る。上坑内からの遺

物は少量で、瓦器、土師器の細片が出土 したが、図化出来なかった。

その他の遺構 その他の遺構 として図化はしていないが、多数の杭跡が検出された。杭跡は、

D地区ほぼ全域にわたって検出された。特に斜面に沿って地山面を整形 し、段を作っている地点

が 2ヶ 所存在 し、その周辺に集中し並んで検出された。埋上が褐色を呈 していることから中世以

前のものと推定 しているが、用途は不明である。

4.出土遺物

D地区には、厚 さ0.05mか ら0.2mを 測

る遺物包含層相当層が存在するが、他の

地区と比較すると遺物は少量 (第24図、図

版12)であった。出土 した遺物は、瓦器椀、

土師器小皿、青磁碗、白磁碗など中世のも

のが大半を占めるが、当調査区で検出し

た主な遺構の時期 と考えられる平安時代

と推定される、黒色土器椀、須恵器杯身、

須恵器椀なども少量ながら出上している。

これ らの中でS P109内 か ら出土 した土

錘 (第22図 -110、 図版12-110)は 、注目

に値する。田能盆地内には、小河川の田

能川が流れているが、川幅が狭 く、そこで

川魚を獲るための網などの道具の一部 と

してこれが使用 されていたとは考えにく

く、鳥などから農作物を守るための網の

錘 として使用 されたと考えた方が妥当で

あると考えている。

1 10YR 4/3に ぶい黄褐色砂質粘土層

2 10YR 4/1褐 灰色砂質粘土層

o                      2m

第23図 田能南遺跡 D地区土坑 1平面・断面図

Ш    13   15

―

■2      14 ~117 埋 第 ぉ

第24図 田能南遺跡 D地区出土遺物

o                                   20cm

(111～ 118 包含層 )

(=部 “
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第 6節 E地 区の調査

1.調査の概要 (第27図、図版 5-1)

E地区は、D地区の西狽1、 谷の先端付近のX=-116,312、 Y=-37,411付 近からX=-116,304、

Y=-37,359付 近までの東西長約53m、 南北幅約 6mを測る調査区で、地形的には東側半分は丘

陵縁辺部、西側は谷部となる。検出

した遺構は、柵列、自然流路などで

ある。

2.基本層序 (第25図、図版 5-3)

当該調査区は、耕土層以下地山直

上層まで盛土層で、層中より中世の

遺物の他に近世の遺物 (第26図、図

版12)が出土 している。

以下、各層の概要を記述する。

I層 耕土層で層厚 は、約0.2m

を沢Jる 。

Ⅱ層 橙色粘質土層を基本とする

層で、当該地区の床土層であ

I耕  土

1 75YR 6/8橙 色粘質土層 (床 土 )

Ⅱ 10YR 5/1 褐灰色粘質土層 (1日 耕土 )

Ⅳ 10YR 6/4にぶい黄橙色粘質土層 (1日耕土 )

V 25Y6/2 灰黄色粘質土層

Ⅵ 25Y6/1 黄灰色粘質土層

Ⅶ 10YR 6/3 にぶい黄橙色粘質土層

Ⅷ 10YR 7/1 灰白色粘質土層

Ⅸ 25GY 6/1オ リーブ灰色粘質土層

X N3/0   暗灰色粘土層 (炭含む)

� 25GY 2/1黒 色粘土層 (炭含む)

第25図 田能南遺跡

0          1m
|

E地区基本層序図

３３２０ｍ
一

Ｅ

▼呵党
2 く~岸蚕え3     4

~26ヤ 野

30

く
ミ
;ii三

三三三三三三三三三三

i~~~~~~~~―

――

;,'イ i31

0                                 20cm
|

凧 1%

第26図 田能南遺跡 E地区出土遺物 (119～ 136
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る。層厚は、0。 lm前後を測る。

Ⅲ層～区層 近世と推定される盛土層で、各層はほぼ水平に堆積 し、

若干異なる土砂をほぼ水平に敷き詰めている。層厚は、0.lm

前後、盛土全体の厚さは、約0。 7m前後を測る。

X層 流路上層の堆積層で、暗灰色粘土層を基本とする。層厚は、

約0.25mを 測る。

�層
黒琶埓ξ葉蟄琶雪肇  ヤ
とする。層厚 は、

約0.2mを 測る。    イ

3.調査の成果

柵列 1(第29図、図版 5

-2・ 4～ 7)調 査区の

東側X=― 116,308、 Y=

-37,385付近か らX=一

116,314、 Y=-37,363付

近の平坦面に存在 し、全

長約21.6mを 測る東西方

向に延びる柵列である。

その中に 8本の柱穴が存

在 し、柱間は、2.5mか ら

3.5mを 測る。柱穴は、径

約0.2m日げ後で、深 さ0.2

m前後、柱痕は、0。 lm前

後を測る。遺物は、SP159

(第28図)内 より近世陶

器が出上 している。柵列

の用途は、調査区が南北

約 6mと 狭い為不明であ

オ
′

0                                 20m

第27図 田能南遺跡  E地 区平面図

ヽ
オ

第29図 田能南遺跡  E地区

柵列 1平面 。断面図

るが、土層の前後関係か こ壬生三=上=卓皇当h37
138

ら、この周辺が盛土 に

よって耕地化される以前

のものである。

開ヽ
0                                   20cm

第28図 田能南遺跡  E地 区遺構出土遺物

(137～ 139 SP159)

0%層 2m砕
門

―-20-―
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第 7節 F地 区の調査

ユ.調査の概要 (第30図、図版 6-1)

F地区は、平成11年度の遺跡確認調査で、田能北遺跡の範囲に新たに加えられた地域である。

しかし今回は、調査区が田能南遺跡に隣接していることから一連のものであることとして捉え、

F地区として調査を実施した。地形的には、田能川東岸の東から西に派生する丘陵の縁辺部から

田能川の河岸段丘面上に存在する。調査区の範囲は、遺跡の範囲拡大された地域の大半を占め、

X=-116,090、 Y=-37,033付 近からX=-116,141、 Y=-37,077付 近までの東西長約44m、 南

北長約52mの範囲内にある。

調査は、切土によって遺構が破壊される地点に限定して実施していることから、調査区は平面

形では、三角形に近い形が2ヶ 所存在 しているような形状を示し、地形的には調査区内に存在す

る各水田の段差により、上段、中段、下段に分けることが出来る。

調査区内で検出した遺構は、周辺を水田化された時点において削平を受けたものと推定され、

土坑 2基、自然流路と極めて少ない。

0                                 20m

第30図 田能南遺跡  F地 区平面図
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2.基本層序 (第31図、図版 6-3・ 4)

調査区内の層序は、土層断面観察の結果、基本的に盛上の部分 と切上部分に分けることできる。

上段は切上、中段は盛土、下段は切土によって水田が造成されているものと推定される。

以下、各層の概要を記述する。

I層 耕土層で層厚は、約0.2mを 測る。

Ⅱ層 床土層で、灰黄褐色粘質砂土層を基本とする。部分的に 2層存在する箇所 も存在する。

層厚は、0.lmを 測る。

Ⅲ層 調査地区の上段から中段にかけて存在する層で、にぶい黄褐色砂質粘土層を基本とする。

層厚は、0.lmか ら0.2mを 測る。

V層 調査地区上段から中段にかけて存在する層で、灰黄褐色粘質土層を基本とする。層厚は、

約0,2mを 測る。

V層 調査地区中段に存在する水田造成時の盛土層で、褐灰色砂質粘土層を基本とする。層厚

は、0。 2mか ら0.3mを 測る。

Ⅵ層 調査地区下段に存在する層で、灰黄褐色砂質土層を基本とする。近世までの遺物を含む。

層厚は、0.15m前後を測る。

3.調査の成果

土坑 2(第32図、図版 6-2)調 査区北東側、X=-116,096、 Y=-37,036付 近を中心とす

る。遺構は、調査区の上段から中段にかけての斜面上に存在 し、土坑の南側約 2mには土坑 2が

ある。上坑の西側は、水田が造成された際に削平を受け、肩部が存在 しない。土坑の平面形は、

円形に近い形をしていたものと推定され、東西長約1.7m以上、南北幅約2.Om、 最大深さ約0.35m

を測る。遺物は、土坑内から黒色土器の細片が出土 したが図化できなかった。

3322m

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

ｌ

Ⅲ

耕  土

10YR 4/1褐 灰色粘質砂土層 (十 日耕土 )

10YR 6/2灰 黄褐色粘質砂土層

10YR 5/6責 褐色粘質土層 (床土 )

10YR 5/3にぶい黄褐色砂質粘土層

Ⅲ
′ 10YR守 3にぶい黄掲色砂質粘土層

Ⅳ  10YR 4/2灰責褐色粘質土層

V 10YR 6/1褐灰色砂質粘土層

Ⅵ  10YR 4/2灰責褐色砂質土層
0                      2m

第31図 田能南遺跡 F地区層序図
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時期は、出土遺物から平安時代 と推定される。

土坑 3(第32図、図版 6-2)調 査区北東側、X

=-116,100、 Y=-37,038付 近を中心 とし、調査区

の上段から中段にかけての斜面上に存在する。土坑

の南西側は、水田が造成された際に削平を受けたも

のと推定され、肩部が存在 しない。土坑の平面形は、

楕円形に近い形をしていたものと推定される。土坑

は、東側の一部が 2段になってお り、長径約3.4m以

上、短径幅約2.lm、 最大深さ約0。 35mを測る。遺物

は、土坑内から、黒色土器の破片が出土 したが図化

できなかった。

時期は、出土遺物から平安時代と推定される。

4.出土遺物 (第33図、図版12)

F地区から出上 した遺物の量は、他の調査区と比

較すると多 くはない。遺物の種類は、瓦器椀 (140～

146)、 土師器小皿 (147)、 青磁碗 (148)な ど他の調

査区同様平安時代末期から中世にかけての遺物が大

半を占める。 しかし、須恵器椀 (149～ 151)、 須恵器

杯身 (152)、 緑釉陶器 (154、 155)な どのように、

平安時代前期から中期にかけての遺物が、他の調査

区に比べ、比較的多 く出上 している。

このことから調査区東側の丘陵縁辺部周辺現集落

状上には、中世の他に平安時代前期から中期にかけ

ての遺構が存在する可能性が高い。

多
戯

(=-3■
035

75YR守2灰褐色砂質粘土層

10YR 6/2灰黄褐色粘質土層

10YR 6yl褐 灰色粘質土層

4 10YRr。/1掲灰色粘質土層(炭多く含む)

5 10YR6/4にぶい黄橙色砂質粘土層

2m

42

予 瓦 6 弩引%

4'そ 55  0

SK201、 他 包含層 )

75YR 4/2灰褐色砂質粘土層

75YR 3/2黒褐色砂質粘土層

マ~肴器 ア何て    1

＼ 華% くく【〔:「E三三三三
]~~~~~~~ラテ

'子

i5

―

l弱

1関

＼  | 及 49

准 =塾 軍 P151

＼
＼
cΞ

=Ξ
ttΞΞΞ三」____=Ξ tt「1'452

第33図 田能南遺跡 F地区出土遺物 (140

第32図 田能南遺跡 F地区土坑 2・ 3平面・断面図
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第34図 田能北遺跡 平面図
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第 3章 田能北遺跡の概要

1.概要 (第 2・ 34図、図版 7-1。 2)

田能北遺跡は、基本的に田能盆地北側の田能川左岸に広がる遺跡で、遺跡の大半は田能川左岸

の丘陵縁辺部周辺に存在する。遺跡の規模は、東西長約120m、 南北幅約300mを 測る。調査は、

圃場整備に伴って遺構が破壊される部分に限定して行った。

調査は、平成11年度に実施した田能北遺跡A地区を加え、地区毎にBからIま での 8調査区に

分けて実施し、調査面積は、約2950m2を 測る。今回の調査区のほとんどは、東の山塊から西の田

能川に向って下る同一丘陵内に存在する。

検出した遺構は、建物 3棟、柵列 2本、土坑12基、井戸 l基、溝、火葬施設跡 l基、柱穴など

ある。

この項では、今回の調査で検出した主な遺構・遺物について記述し、全容については改めて報

告する予定である。

2.基本層序 (第35図、図版 7-3～ 5)

ここでは、今回調査の概要を報告するB、 C、 E、 Iの 4地区の基本層序を記述する。記述し

た地区の層序は、層厚、色調、土質の違いはあるもののほぼ同様な堆積状況を示 している。

層序は、基本的に上層から耕土層 (I層 )、 床土層 (Ⅱ 層)、 遺物包含相当層 (Ⅲ 層)の順とな

る。

以下、各層の概要を記述する。

I層 耕土層で層厚は、0。 2m前後を測る。

I層 床土層で、黄褐色系砂質土層を基本とする。部分的に2層存在する箇所も存在する。層

厚は、0。 lm前後を測る。

3422m

3405m

I 耕  土

Ⅱ  10YR 6/3

にぶい黄橙色砂質土層 (床土 )

Ⅲ  10YR 4/3

にぶい黄掲色砂質粘土層

3375m

耕  土

10YR 5/1

掲灰色砂質粘土層

25Y6/2

灰責色砂質土層

I 耕  土

Ⅱ 10YR 6/6明黄褐色砂質土層 (床土)

I 耕  土

Ⅱ  10YR 6/4

にぶい黄栓色砂質土層 (床土 )

] 10YR 6/3にぶい黄橙色砂質粘土層

Ⅲ
′
 10YR 4/3に ぶい責褐色砂質粘土層

3375m

25Y6/3 にぶい黄色粘質砂土層  
Ⅲ 75YR 3/2黒褐色砂質粘土層

75YR 3/3暗褐色砂質粘土層   
Ⅲ
′
 10YR 4/2灰 黄褐色砂質粘土層

0                      2m

田能北遺跡 基本層序図
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柵列 2

1. 10YR 4/1褐 灰色粘質土層

2 10YR 3/1黒褐色粘質土層 (炭まじり)

3. 10YR 4/2灰 黄褐色粘質土層

0                 3m

第36図 田能北遺跡 B地区南東部平面・断面図
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Ⅲ層 褐色系の砂質粘土層を基本とする。今回報告する調査地区の遺物包含層である。層厚は、

0.lmか ら0.2mを 測る。

3.B地区の調査 (第36図 )

概要 B地区は、今回調査を実施した地区の中では最も高所に位置する。調査区のほとんどは、

水田造成時に削平を受け、旧地形が欠失している。遺構が残存 していたのは、削平を受けていな

い調査区の東南部周辺が最も多い。検出した遺構は、IIM列 2本、土坑 5基、火葬施設 1基、柱穴

群、溝などである。

柵列 1 調査区の東南側X=-115,845、 Y=-36,947付 近からX=-115,849、 Y=-36,944付

近に存在し、北西から南東方向の調査区外に延びる柵列である。その間に4本の柱穴が存在し、

検出長5.7m、 柱間は、1.8mか ら2.2mを 測る。柱穴は、径約0.3m前後で、深さ0.2mか ら0,3m前

後、柱痕は、0.lm前後を測る。

遺物は、SP14内 より上師器小皿 (第37図 -156)が出上していることから平安時代中期 (11世

紀)と 推定される。

柵列 2 調査区の東南端X=― ■5,853、 Y=-36,950付 近からX=-115,858、 Y=-36,946付

近に存在 し、北西から南東方向の調査区外に延びる柵列である。その間に4本の柱穴が存在し、

検出長6.lm、 柱間は、2.Omか ら2.lmを 測る。柱穴は、径約0.3m前後で、深さ0.05mか ら0。 2m、

柱痕は、0。 15m前後を測る。

柵列の東南側と南東側が調査区外と隣接 しているため不明な点が多いが、柵列 1と ほぼ同方向

であることから、柵列 1に対応する建物である可能性も大いにある。

柱穴内から遺物は出上しなかったが、柵列 1と ほぼ同方向であることから、平安時代中期 (11

世紀)と 推定される。

4.C地区の調査 (第38図、図版 8-1)

概要 C地区は西側の丘陵縁辺部に存在する。検出した遺構は、建物群 lヶ 所、土坑、溝、建

物にはならない柱穴などである。

建物群 (第38図、図版 8-1・ 2)調 査区の北西端のX=-115,808、 Y=-36,994付 近を中

心に存在し、遺構は小溝群と柱穴群によって構成される。東の斜面側に幅約0,lmか ら0。 2m、 深

さ約0,05m前後の小溝が、内側にやや弧を描くように9本以上切りあって存在し、その内部に96

個以上の柱穴が確認された。柱穴の並びから、何棟かの建物が存在すると思われるが、それ以降

0                                   20cm

B地区出土遺物 (156 SP14、 他 包含層 )

に出来た溝などによって周辺の遺構面

が削平を受けているため何棟の建物が

存在するかは不明である。ただ東の斜

面側に掘 られた小溝が、雨を防ぐ溝 と

すれば、 9棟前後の建物が存在するこ

とになろう。
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0                 3m

第38図  田能北遺跡 C地区建物群平面・断面図
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建物群の時期は、柱穴内の遺物が少量で図化が出来るものはなかったが、周辺の遺構、遺物包

含層から出土した遺物 (第39図、図版13・ 14-166・ 169。 175)から、12世紀後半から13世紀初頭

にかけてのものと推定される。

5。 E地区の調査 (第40図、図版 9-1～ 7)

概要 E地区は、丘陵南側の縁辺部付近に存在する。調査区は、地形の変化により上段と下段

とに分けることが出来る。遺構は、下段に集中して検出されており、検出した遺構は、建物 1棟、

溝、建物にはならない柱穴多数などである。

建物 1(第40図)建物 1は、下段のX=-115,890、 Y=-36,962付 近に存在する。建物は、

梁間 l間 (約2.5m)以上、桁行 5間 (12,2m)と 推定されるが、南側から南西側の約 2分の 1が

調査区外にあるため不明な点が多い。桁行及び梁間に同方向に並ぶ柱穴があり、 2回以上の建て

替えがあったものと考えられる。桁行の柱間は、1.9mか ら3.lm。 梁間の柱間は約2.5mを 測る。

く〔〔
iiittIIII1183~~~~:;'テ 子10

179                                   180

―

SX5、 166・ 167 SK50、 168・ 169 SD106、 他 包含層 )
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第39図 田能北遺跡 C地区出土遺物 (159～ 165
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3399m

o                 3m

第40図 田能北遺跡  E地 区建物 1平面・断面図

1
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柱穴は円形に近い形を呈 し、径0.2mか ら0,3m、 地山面からの深さ0。 15mか ら0.2mを 測る。柱痕

は、土層断面観察の結果、径0.15m前後を測る。

建物の時期は、柱穴内、他の遺構、遺物包含層から出土 した遺物 (第41図、図版13・ 14-187・

188)な どから平安時代後期 (11世紀)と 推定される。

また、建物西に存在する段は、当初水田造成時に築造されたと考えていたが、建物と同方向に

延びていること、段の近 くまで遺構が存在 していることなどから同時期のものと考えている。

6.I地区の調査

概要 I地区 (図版 9-8)は 、西側から南西側の丘陵縁辺部にC地区と接 して存在する。検

出した遺構は、建物 2棟、土坑、溝、建物にならない柱穴などである。

建物 2(第42図、図版10-5～ 8)調 査区の中央付近、X=-115,848、 Y=-36,997付 近に

存在する。建物は、梁間 1間 (約2.6m)、 桁行 1間 (2.6m)以上と推定されるが、西側のほとん

どが調査区外にあるため不明な点が多い。桁行の柱間は、約2.6mを 測る。柱穴は円形に近い、今

回までの調査で検出した柱穴の中では最 も大 きな部類に属 し、径0.6mか ら0.8m、 地山面からの

深さ0。 2mか ら0.4mを 測る。柱痕は土層断面観察の結果、径0。 3m前後を測る。

建物の時期は、柱穴内から全 く遺物が出上しなかったこと、他の遺構内、遺物包含層からも、建

物の時期に相当するような遺物が出土 しなかったことなどから不明な点が多いが、柱穴の規模、建

物 1・ 2と の比較などから考えると、平安時代中期 (10世紀)頃が妥当ではないかと考えている。

建物 3(第43図、図版10-1～ 4)調 査区の南東側、X=-115,856、 Y=-36,995付 近に存
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3376m

3376m  ユ 10YR 4/3に ぶい黄褐色粘質砂土層

2 10YR 5/2灰黄褐色粘質砂土層

(炭 まじり)

0                3m
|

在する。建物は、梁間 1間 (2.2m)以上、桁

行 2間 (4,8m)以上と推定されるが、西側の

ほとんどが調査区外にあるため不明な点が多

い。桁行の柱間は、2.lmか ら2.8m、 梁間の柱

間は約2.2mを 測る。柱穴は楕円形ないしは長

方形に近い形を呈 し、今回までの調査で検出

した柱穴の中では、このような形状のものは

全 く無い。長径0.6mか ら0.8m、 短径約0.5m

から0,7m、 地山面が削平を受けたものと推定

され、深さ0.05mか ら0。 2mと 浅い。柱痕は、

土層断面観察の結果、径0.2mか ら0,4m前 後

を測る。

建物の時期は、柱穴内から全 く遺物が出土

しなかったため不明な点が多いが、建物に対

する柱穴の方向が揃っていないこ

と、周辺の瓦器を伴う遺構、遺物

包含層内から出土 した遺物 (第44

図、図版14)の中に、須恵器杯蓋

(213)、 須恵器杯身 (214)、 須恵

器壺 (219)な どが認められること

から、平安時代初期頃 (9世紀 )

と考えている。

このことから、建物 3は、田能

地区内で検出した遺構の中では、

最 も古 く、この周辺を開発 し始め

た時期のものと考えている。

第42図 田能北遺跡  I地区建物 2平面・断面図

灰黄褐色砂質粘土層

2 10YR 6/4

にパい黄橙色粘質砂土層

3 10YR 5/4に ぶい黄褐色粘質砂土層

4 10YR 5/3に ぶい黄掲色粘質砂土層

5 10YR 5/1褐 灰色砂質粘土層

(10YR 6/8明 黄掲色土まじり)

0                3m

第43図 田能北遺跡  I地区建物 3平面・断面図

爾 託 遭 義 …
準 乳 ― L_電

麒郷{¨ ＼
~~216

第44図 田能北遺跡  I地区出土遺物 (211～ 214 SD68、 215

0                                 20cm

SK10、 216 SD85、 他 包含層 )

1 10YR 5/2

―-32-―



第 4章 ま と め

これまでの調査で、検出した遺構・遺物の中で、最 も遡れるものは、田能城跡 (1999年 度調査 )

から出上 した、縄文時代 と推定される石鏃であるが、それ以外にその時代と目されるものは検出

されていない。それ以降、この地に人々が定住 し始めたのは、平安時代に入ってからであると考

ぇている。

特に、平成13年度に実施 した田能北遺跡 E、 I地区からは建物跡を3棟確認 している。 I地区

で確認 した建物 3は、柱穴内からの出土遺物はなかったものの、周辺の遺構、遺物包含層からの

遺物および柱穴の形状などから平安時代初期 (9世紀)ま で遡れるものと考えている。また、遺

構は検出されていないものの、これら以外の地区においても遺物包含層中より、僅かながら須恵

器、黒色土器、緑釉陶器などの破片が少量ながら出土 している。このことから小規模ながら集落

が平安時代初期から、田能盆地内の丘陵縁辺部に点在 していたものと推定される。

本格的に集落が営まれ出したのは、中世に入ってからと考えられる。田能盆地内の発掘調査、

遺跡確認調査の結果及び地形から当時の集落は、盆地の周囲の丘陵端部に沿ってほぼ帯状に存在

していたものと想定され、大部分は、周知の遺跡範囲外の現集落とほぼ重なるものと考えられる。

当時の田能地区は、鎌倉時代初期には、丹波国桑田郡田能荘に属 し、七条院 (後′鳥羽院の母)領

の38箇庄のひとつで12世紀院政期に形成された膨大な皇室領庄園群の一つであった。高槻市史に

よると当時の田能庄の庄域は、田能、中畑、二料、杉生、出灰の地域であったとされる。また、平

安時代末期の貞応 2年 (1224)に 書かれた田能庄鎮守樫船神社の棟札には、庄園は、田能庄百姓

(名 主百姓)と それに数倍する小百姓から構成されていると考えられている。これから多 くても40

家族前後が、平地面積が最も広い田能盆地を中心に居住 していたものと想定している。

また、田能南遺跡 (2000年 度調査)では、当時水田の可能性がある谷部の調査 (A・ BoC地

区)を 行い、建築材の集積場、水田に水を引 く用水路と推定される溝などの遺構を検出したが、

遺物は出土するものの、直接集落に結びつける遺構は、検出できなかった。

この地区の上層断面は、砂質粘土系の上砂が、地山から厚さlm前後堆積 し、何層かに分ける

ことができる。堆積状況は、ほぼ水平に堆積 し、一部に畦畔と推定される高まりが認められるこ

と、堆積上が、攪拌を受けていると考えられる色調、土質を呈 していたことから、水田であった

可能性が高いと判断した。

これら調査で得られた知見及び遺跡の立地条件などを総合 し、田能盆地における中世の集落の

存在する可能性がある地域、田能川の氾濫源、山林であった可能性のある地域、水利などから稲

作可能地域などを割 り出し、田能盆地内の中世土地利用状況想定図を第45図 に表 した。これによ

ると水田耕作可能な地域は限られていたことがわかる。また、周辺の字名には、タト畑、中畑の字

名が認められることから、水田耕作不可能な地域は、畑作が大々的に行われていた可能性 も考え

られる。
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また、水田耕作可能地域を前述のように第45図 に表したが、中世初期にはこれより耕地面積は

少ないと推定される。現在のような景観が作 り出されたのは、ため池の築造により盆地上部にま

で用水が確保出来るようになったと考えられる、江戸時代に入ってからと推察される。このこと

は、これまでの発掘調査の成果をみても明らかである。

このことから当時稲作が本業であったとは考えにくく、現在でも一戸あたりの反別は少ない。

時代は下るが、江戸時代の文献から、近世においてこの地方が京都の市場に木柴を出荷すること

で現金収入を得ていたことが言己載されており、このことから この時代にもそのようなことが行

われていたものと推察される。現在も農業の傍ら薪き作 り生業にしている家も存在する。

またそれ以外には、田能南遺跡B地区において建築材の集積場と推定される遺構を検出してい

ることから、建築材を売ることによっても生計をたてていたものと考えられる。

しかし、今回までの調査では、神社本殿や神像・仏像を寄進したとされる棟札に記載されてい

たような人々 (名 主百姓階級)の住居を想定出来る堀割をもった屋敷地や大規模な建物は、検出

されていない。しいて挙げれば神宮寺西遺跡で検出した建物 1・ 2を挙げられる程度である。

これらの人々の住居は、現集落と重なるか、それとも国場整備事業予定地内に存在し、どのよ

うなものであったかは、現在の所不明である。

しかし、来年度には田能盆地内の園場整備事業に伴う調査が進み、ほぼ糸田切れではあるが、遺跡

の範囲内のほぼ全域が調査されるこ

と、また隣接する中畑地区の同事業に

伴う遺跡確認調査を実施する予定で

あり、周辺の状況を含め、田能庄全体

(樫田地区)の状況がより明らかにな

るであろう。

（
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表 1 樫船神社棟札
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出土遺物計測値表

凡 例

番 号 …… 挿図、図版の遺物番号と一致させた。

色 調 …… 小山正忠・竹原秀雄「新版標準土色帳」日本色彩研究所 1992に

より、色名についてはJIS nOtationで 表した。

胎 土 …… 密、やや密、やや粗、粗の順で表した。

焼 成 …… 堅緻、良好、やや不良、不良の順で表した。

遺跡名 …… 遺跡・地区項目の南は田能南遺跡、北は田能北遺跡を表した。

L
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慮 物

No

跡
区

遺
地

還 柄

層 位
種 類 器 種

法 量 ( )は復元値
色  調 胎 土 焼成 残存率 備考

日径 器 高 底・高台雀 そのItI

1

南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (132) 残52

ｎ
外
断

】
Ｗ
‐ＯＹ

やや密 艮好 口縁13% 反転復 元

2
南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (130) 残35 (外 )N3/0

(断)N8/0
密 良好 日縁15% 反転復 元

3
南

Ａ
包含 層 瓦器 椀 (121) 残38 (外)N3/0

r蹄ヽN7/∩
密 良好 日縁 12% 反転復 元

4
南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (131) 残33

(内 ,N7/0
(外 )N7/0
(断)N7/0

密 不 良 日縁 12% 反転復 元

南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (120) 残 33

内
外
断

25Y7/2
25Y7/2
25Y8/2

窪 やや不良 日縁 15% 反転復元

南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (118) 残 30

内
外
断

寵 良好 日縁8% 反転復元

7

南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (134) 残33

四
外
断

うYr/1
5Y7/1
5Y7/1

密 良好 日縁7% 反転復元

南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (123) 残33

ｎ
外
断

密 良好 口縁10% 反転復元

9
南

Ａ
包含層 瓦器 椀 残37 高台10

困
外
断

Z5Y8/2
25Y8/2
25Y8/2

密 堅緻 口縁13% 反転復元

10
南

Ａ
包含層 瓦 器 椀 (110) 残26

nヽ, z bxも/z
(外)25Y8/2
(断)25Y8/2

密 不 良 口縁10% 反転復元

11
南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (112) 残32

関
外
断

窪 良好 口縁 33% 反転復元

12
南

Ａ
包含層 磁 器 青磁碗 (134) 残34

内

外

断

‐ＯＹ

‐ＯＹ

Ｍ

密 堅繊 日縁 10% 反転復元

13
南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (120) 残 38

四
外
断

密 良好 日縁7% 反転復元

南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (106) 高台 (53)

ｎ
外

断

州

Ｎ

Ｎ

密 やや不良 日縁12% 反転復元

15
南

Ａ
包含層 瓦器 椀 (134) 残27

内
外

断
岬Ｍ
‐ＯＹ８

密 良好 日縁 12% 反転復 元

南

Ａ
包含層 瓦器 椀 残 18 高台 (44)

脚
外

断
密 良好 高台20% 反転復元

17
南

Ａ
包含層 瓦器 皿 (102) 残 19

四
外

断
密 良好 口縁 15% 反転復元

南

Ａ
包含層 土師器 llll 残 15

内

外

断

5YR5/3
10YR5/8
5YR6/4

密 良好 口縁20% 反転復元

南

Ａ
包含層 瓦器 羽 釜 (194) 残35

肉
外
断

密 良好 日縁 15% 反転復元

南

Ａ 包含層 瓦器 羽 釜 残 35 外

断

Ｙ

Ｙ

Ｙ

衝 良好 口縁17% 反転復 元

南

Ａ
包含層 瓦器 羽 釜 (150) 残 57

ｎ
外
断

25Y2/1
5Y8/1

やや密 良好 口縁8% 反転復元

南

Ａ
包含層 須恵器 橋鉢 (248) 残53

内
外
断

密 良好 日縁 7% 反転復元

雨

Ａ
包含層 須恵器 悟 鉢 (300) 残38

肉
外
断

密 良好 日縁4% 反転復元

南

Ａ
包含層 須恵器 信鉢 (196) 残 36

(四 ,Nr/υ
(外 )N70
(断)N7/0

やや密 良好 日縁7% 反転復元

南

Ａ
包含層 磁 器 白磁碗 残28 高台60 (和 )75Y7/2

(断)10Y8/1 やや密 堅緻 高台23% 反転復元

南

Ａ
包含層 磁器 青磁碗 残29 (和 )2 5GY6/1

(断)N8/0 密 良好 高台17% 反転復元

南

Ａ
包含層 土師質 フイゴヨヨロ 残37 復 元径

56

内
外
断

10YR7/2
5Y7/1
10■R7/2

やや密 良好

南

Ａ
包含層 須恵器 士望 残86

内
外
肝

5Y6/1
5Y5/1 密 良好 日縁 8% 反転復 元

表 2 出土遺物観察表 1
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遺物

No

跡
区

遺
地

遺構・

層 rir
種類 器 種

法 量 ( )は復元値
色  調 胎 土 焼成 残 存率 備 考

日得 器 高 氏・高台密 その他

南

Ｂ 落込み 1 瓦器 椀 (130) 残27
Ｎ

Ｎ

Ｎ

口
外
断

密 良好 口縁13% 反転復 元

南

Ｂ
落込み 1 瓦器 椀 (124) 残32

内
外
断

N3/0
N3/0
5Y8/1

密 良好 日縁16% 反転復 元

31
南

Ｂ
落込み1 瓦器 椀 (144) 力亀39

内
外
断

N6/0
75Y7/1
75Y7/1

密 良好 日縁 8% 反転復 元

南

Ｂ 落込み1 瓦器 椀 (128) 力党45
困
外
断

Zう Yさ /1
25Y8/1
25Y8/1

密 不 良 日縁12% 反転復元

南

Ｂ
落込み1 瓦器 椀 (120) 残30 (外)N3/0

(断)N8/0
密 良好 日縁 10% 反転復元

南

Ｂ 落込み1 瓦器 椀 (112) 残38 (外)N3/0
rMFrヽ ク氏∩vA/1

密 不 良 口縁17% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 瓦器 椀 (30) 残37

(レ剌ツ Z OYr/Z
(外)25Y7/2
(断)25Y7/2

密 良好 日縁H% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 瓦器 椀 (120) 残32

(肉 ,N3/0
(外 )N3/0
(断)5Y8/1

密 良好 日縁12% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 瓦 器 椀 (110) 残37

内
外
断

やや密 不良 日縁20% 反 転復 元

南

Ｂ
落込み 1 瓦器 椀 (114) 残36

四
外
断

密 良好 口縁8% 反転復元

南

Ｂ
落込み1 瓦器 椀 (13,2) 残 32

四
外
断

N3/0
N8/0

密 良好 日縁 10% 反転腹元

南

Ｂ 落込み 1 瓦器 椀 冴完2 1 高台 (56)
内
外
断

25Y7/2
25Y3/2

密 不 良 高台25% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 瓦器 椀 残 12 高台 (56)

ｎ
外

断
N7/0
2_5GY8/1

窪 良好 高台50% 反転復元

南

Ｂ 落込み 1 瓦器 椀 残 17
内
外

断

N5/0
N5/0
N7/0

やや密 良好 底部のみ 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 土師器 皿 (149) 残 26

内
外
断

25Y7/2
25Y7/2
25Y7/2

密 良好 日縁12% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 土師器 皿 (■ 4) 残27

四
外
断

Zう Y6/Z
25Y6/2
25Y6/2

密 良好 日縁 10% 反転復 元

南

Ｂ 落込み1 土師器 皿 (90) 残 18
内
外
断

25Y6/2
25Y6/2

密 良好 日縁 20% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 土師器 皿 (74) 残 13 (外)25Y7/2

(断)25Y7/2
密 良好 日縁20% 反転復元

南

Ｂ 落込み 1 土師器 皿 (90) 残 16
内
外
断

25Y7/1
25Y7/1
25Y7/1

密 良好 口縁25% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 土師器 皿 (34) 残 13

内
外
断

25Y7/2
2.5Y7/2
25Y7/2

密 良好 日縁18% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 土師器 皿 (72) 残15

四
外
断

Z bYr/Z
25Y7/2
25Y7/2

密 良好 日縁16% 反転復元

南

Ｂ 落込み1 土師器 皿 (90) 残 1 5
ｎ
外

断
10YR7/2
7 5YR6/3

密 良好 日縁15% 反転復元

南

Ｂ
落込み1 土師器 皿 (84) 残14

内
外

断
25Y6/2
25Y6/2

密 良好 口縁 50% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 土師器 皿 (81)

内
外
断

25Y7/2
25Y7/2
25Y7/2

密 良好 口縁50% 反転復元

南

Ｂ 落込み 1 土師器 皿 15
内
外
断

25Y7/2
25Y7/2
25Y7/2

密 良好 ほぼ完形 反転復 元

南

Ｂ
落込み 1 土師器 皿 (68) 残 11

四
外
断

Z bYr/Z
2_5Y7/2
2.5Y7/2

密 良好 日縁20% 反転復元

南

Ｂ 落込み1 土師器 皿 (72) 残 12
ｎ
外
断

25Y7/2
25Y7/2

密 良好 日縁11% 反転復 元

南

Ｂ
落込み 1 緑釉陶器 椀 残 1 8 高台 (52)

困
外
断

5G17/1
5G17/1
N8/0

やや密 良好 高台33% 反転復 元

表 3 出土遺物観察表 2
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遺物

No

跡
区

遺
地

遺構・

層位
種類 器種

法量   ( )は 復元値
色  調 胎 土 焼成 残存 率 備 考

日径 器 高 甍・高台密 その他

南

Ｂ
落込み 1 磁 器 白磁碗 残 22 高台(62)

t釉)10Y7/1
(断・露)10Y8/1

密 堅 徹 高台20% 反転復元

南

Ｂ
落込み 1 磁器 白磁碗 残1 6 高台 (70)

関
外
断

密 堅 緻 高台20% 反転復元

南

Ｂ
落込み ユ 磁器 白磁碗 残25 高台 (60)

(釉)10Y7/1
(断・露)10Y8/1

やや密 堅緻 高台25% 反転復元

南

Ｂ
落込みユ 須恵器 悟 鉢 残43

内
外
断

密 良好 口縁 11% 反転復元

南

Ｂ 落込み 1 須恵器 悟鉢 (248) 残 29 外

断
7 5GY5/1
7 5CY5/1

窪 良好 日縁10% 反転復元

雨

Ｂ
落込み 1 木製品 板材

3080
(長 )

備
峨

腐
ω

南

Ｂ
落込み 1 木製品 板 材

2472
(長 )

閑
耐

前
い

南

Ｂ
落込み 1 木製 品 板 材

2302
(長 )

Ｈ
峨

Ｈ
同

南

Ｂ
落込み1 木製 品 板材

1293
(長 )

Ｗ
峨

Ｗ
同

南

Ｂ
落込み1 本製品 板材

４
帳

痴
峨

篇
い

南

Ｂ
落込み1 木製品 板材

807
(長 )

舵
Ю

躙
伺

68
南

Ｂ
落込み 1 木製品 不明

2380
(長 )

翻
⑬

南

Ｂ
落込み 1 木製品 下明

2910
(長 )

57
(径 )

南

Ｂ
落込み 1 木製品 田下駄

390
(長 )

解
峨

２２
ω

71
南

Ｂ
包含層 黒色土器 椀 (146) 残34

(内 ,N15/0
(外 )N15/0
(断)N15/0

密 良好 日縁 7% 反転復元

甫

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (160) 残34

(困 ,N3/υ
(外)N3/0
(断)N8/0

密 良好 口縁 10% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (130) 残40

ｎ
外
断

5Y8/0
5Y8/0

密 不 良 日縁 20°/O 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (140) 残 51

ｎ
外
断

5Y8/1
5Y8/1

密 不 良 口縁7% 反転復元

南

Ｂ
包含 層 黒色 土器 椀 残 17 高台 (7_5)

四
外
断

密 良好 高台15% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 残09 高台49

内
外
断

Ｎ

Ｎ

Ｎ

密 良好 高台のみ 反転復元

77
南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (138) 冴党44

内
外
断

Ｎ

Ｎ

Ｎ

やや密 良好 日縁13% 反転復 元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (144) 残38

困
外
断

密 良好 日縁13% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (130) 残46

ｎ
外
断

密 良好 日縁10% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (120) 残 36

四
外
断

Nr/∪

N15/0
雨R/∩

密 艮好 口縁13% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (120) 残 34

内
外
断

25Y6/3
25Y6/3
25Y6/3

密 不良 日縁 25% 反転復 元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (122) 残35

内
外
断

10YR8/1
10YR8/1
10YR8/1

密 良好 日縁 17% 反転復 元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (130) 残32

困
外

断

rう Y7/1
75Y7/1
10Y8/1

密 良好 日縁 14% 反転復 元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (120) 残35

ｎ
外
断

5Y3/1
5Y3/1

密 良好 口縁 14% 反転復元

表 4 出土遺物観察表 3
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物

α

遺

Ｎ

跡
区

遺
地

遺構・

層 什
種類 器種

法 量 (  ,1ま復元値
色  調 胎 土 焼 成 残存率 備 考

日径 器 高 底・高台雀 そのrrl

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (118) 残38 (外)N3/0

(断)N8/0
密 良好 口縁 10% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (128) 高台 (46) (外)5Y8/

(断)5Y8/
密 不 良

高台20%
日縁 140/O

反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦 器 椀 (136) 残37 (外 )5Y7

(断)5Y7
密 不 良 日縁17% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (130) 残48

四
外
断

呻
５Ｙ

５Ｙ

密 良好 日縁20% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (124) ア埓45

ｎ
外
断

密 良好 口縁 14% 反転復 元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (104) 残49 高台 (52)

内
外
断

5Y3/1
75Y2/1
5Y8/1

密 良好 日縁 H% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 椀 (120) 残30

内
外
断

OYR8/1
0YR8/1
0YR8/1

密 不 良 口縁 10% 反転復元

南

Ｂ
包含層 瓦器 皿 (102) 残 19

内
外
断

‐ＯＹ
Ｍ
Ｍ

密 良好 口縁 30% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 (162) 残1 9 (外)25Y7/2

(断)25Y7/2
密 良好 日縁15% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 (142) 残27

困
外
断

10YR6/3
10YR6/2
10YR6/3

密 良好 日縁 10% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 (118) 残24

内
外
断

25Y7/2
25Y7/2

密 良好 口縁 10% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 (124) 残 22

内
外
断

10YR3/1
10YR3/1
10YR3/1

密 良好 日縁 16% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 (103) 残 19

内
外
断

5Y8/1
5Y8/1
5Y8/1

密 良好 口縁 13% 部分反転

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 (102) 残 1 9

困
外
断

Zう Yr/Z
25Y7/2
25Y7/2

密 良好 口縁17% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 残10

ｎ
外
断

25Y7/2
25Y7/2

密 良好 日縁25% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 残 17

(四 , 10YR6/1
(21‐ )10YR7/2
(断)10YR7/2

密 良好 日縁 40% 反転復元

南

Ｂ
包含層 土師器 皿 (76) 残20

ｎ
外
断

和
Ｖ
ん

やや密 良好 日縁 18% 反転復 元

南

Ｂ
包含層 磁 器 青磁碗 残 12 高台 (54)

(釉)75Y6/2
(断・露)N8/0

密 堅緻 高台30% 反転復元

南

Ｂ
包含層 須恵器 信 鉢 (240) 残43

内
外
断

Ｙ

Ｙ

Ｙ

密 良好 口縁 10% 反転復元
糸切り痕あり

南

Ｂ
包含層 須恵器 橋 鉢 (226) 残40

(困 ,N3/υ

(外)N3/0
(断)N3/0

密 良好 口縁 10°/。 反転復元

南

Ｂ
包含層 須恵器 杯 身 (96) 残1 3

ｎ
外
断

10Y7/1

10Y7/1
やや密 良好 底部10% 反転復元

南

Ｃ
包含層 須忘器 甕 (188) 残30

ｎ
外
断

やや密 良好 日縁13% 反転復元

南

Ｃ
包含層 須恵器 層鉢 残31 底 (120)

内
外
断

Ｎ

Ｎ

Ｎ

密 良好 底部 15% 反転復元

南

Ｄ
SP65 黒色土器 椀 残09 高台 (64)

内
外
断

10YR3/1
10YR6/3
10YR3/1

密 良好 高台23% 反転復 元

南

Ｄ
黒色 土器 椀 (136) 残35 外

断
5YR4/6
5YR4/6

ややな 良好 口縁10% 反転復元

南

Ｄ
土師質 上錘

縦

横 穴径40
四
外
断

5Y3/1
N6/0

やや密 良好 完形

南

Ｄ
包含層 瓦器 椀 (128) 残 33

ｎ
外
断

哨
Ｎ３

５Ｙ

密 良好 日縁 8% 反転復元

南

Ｄ
包含層 瓦器 椀 残09 高台 (60)

狗

外

晰

囚

Ｎ

Ｎ

密 不 良 高台20% 反転復元

表 5 出土遺物観察表 4
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勘
配

跡
区

遺
地

還 幅・

層 什
種 類 器 種

法 量 ( )は 復 元値
色  調 胎 土 焼 成 残存 率 備 考

日径 器 高 底・高台宅 その他

南

Ｄ
包含層 瓦 器 椀 残10 高台 (60) (外 )N3/0

(断)N7/0
密 良好 高台 150/O 反転復 元

南

Ｄ
包含層 土師器 皿 残13

(P可 ,う Y3/1

(外 )5Y3/1
(断)5Y3/1

密 良好 口縁15% 反転復元

南

Ｄ
包含層 磁 器 白磁碗 (140) 残29 (外 )2.5Y8/1

(断)25Y8/1
召 堅 緻 日縁7% 反転復元

南

Ｄ
包含層 磁 器 青磁碗 (140) 残44

釉

断
10Y6/2
10Y7/1

密 堅 緻 日縁 9% 反転復元

117
南

Ｄ
包含層 須恵器 杯 身 ? 残 1 0 高台 (66)

困
外
断

10Y7/1
10Y7/1
10Y7/1

密 良好 高台 12% 反転復元
糸切り痕あり

南

Ｄ
包含層 須恵器 椀 残1 8 高台(50)

四
外
断

密 良好 高台 16% 反転復元
糸切り痕あり

南

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (168) 残 46

内
外
断

密 良好 日縁 9°/O 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦 器 椀 (170) 残53

内
外
断

25Y7/1
25Y7/1
25Y7/1

密 やや不良 日縁10% 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (130) 万完38

(ツN, N3/υ

(外 )N3/0
(断)N7/0

密 艮好 口縁7% 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (130) 残37

ｎ
外
断

密 やや不良 日縁10% 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (116) 残42 (外)N3/0

(断)N8/0
密 良好 日縁 6% 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (108) 残29 (外 )5Y8/1

(断)N7/0
密 やや不良 口縁 13% 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦器 椀 残25 高台(53)

″ヽ剌,N3/υ
(外)N3/0
(断)N8/0

密 良好 高台18% 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦器 椀 残 13 高台 (50)

(内 ,N3/0
(外 )N3/0
(断)N7/0

密 良好 高台17% 反転復元

南

Ｅ
包含層 土師器 皿 残 13

内

外

断

25Y7/2
25Y7/2
25Y7/2

密 良好 日縁20% 反転復元

南

Ｅ
包含層 磁 器 自磁碗 (160) 残 38

釉

断
10Y7/1

10Y8/1
密 堅 緻 日縁10% 反転復 元

南

Ｅ
包含層 磁 器 白磁碗 (142) 残 27 (和)75Y7/2

(断)N7/0 密 堅 緻 日縁 10% 反転復元

南

Ｅ 包含層 磁 器 白磁碗 (150) 残 28 (和 )75Y7/2
(断)75Y8/1 密 堅 絞 口縁 10% 反転復元

南

Ｅ
包含層 磁 器 白磁碗 (150) 残 30 (釉)75Y7/1

(断・露)75Y8/1
密 堅 緻 日縁 80/O 反転復元

南

Ｅ
包含層 磁 器 青磁碗 (150) 残46 (和)75Y6/2

(外。露)10Y6/1
密 堅級 日縁13% 反転復元

南

Ｅ
包含層 須恵器 信鉢 (248) 力党43

内
外
断

やや密 艮好 口縁3% 反転復元

南

Ｅ
包合層 須恵器 層鉢 (256) 残50 (外)N5/0

(断)N4/0
密 良好 日縁12% 反転復元

南

Ｅ
包含層 瓦器 一笙 残31 (外 )N6/0

(Vr)N7/0
密 良好 日縁 23% 反転復元

南

Ｅ
包含層 陶 器 天 目茶碗 (108) 残49

釉
外
断

10YR3/1
10YR5/3
露)5Y8/1

密 良好 日縁 230/O 反転復元

南

Ｅ
SP159 近世陶器 妻

車 (147) 残 17
内

外

断

25Y8/2
25Y8/2
25Y8/2

密 良好 日縁7% 反転復元

南

Ｅ
SP159 瓦器 椀 残 22

四
外
断

密 やや不 良 日縁12% 反転復元

南

Ｅ
SP159 瓦器 羽 釜 (192) 残40

狗
外
断

N7/0
N7/0

密 不良 日縁8% 反転復元

南

Ｆ
SK20J 瓦器 椀 (148) 残27

ｎ
外
断

密 良好 口縁5% 反転復元

表 6 出土遺物観察表 5
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重物

No

跡
区

遺
地

還 構・

層位
種類 器 種

法量  ( )は 復元値
色  調 胎 土 焼成 残存率 備考

日径 器 高 壼・高 台密 その他

南

Ｆ
包含層 瓦器 椀 (136) 残34 (外)N3/0

(断)N7/0
密 良好 日縁5% 反転復元

雨

Ｆ
包含層 瓦器 椀 (116) 残 24 (外 )N3/0

(断)N3/0
密 良好 日縁 10°/O 反転復元

南

Ｆ
包含層 瓦器 椀 (100) 残 27

内
外
断

10Y7/1
10Y7/1
N8/0

密 良好 日縁13% 反転復元

南

Ｆ
包含層 瓦器 椀 (128) 残33

Ｎ

Ｎ

Ｎ

内
外
断

密 良好 日縁15% 反転復元

南

Ｆ
包含層 瓦 器 椀 (124) 残25

(内 ,25Y7/2
(外)25Y7/2
(断)25Y7/2

やや密 良好 口縁9% 反転復元

南

Ｆ
包含層 瓦器 椀 残1 9 高台 (56)

ｎ
外
断

Ｎ

Ｎ

Ｎ

密 良好 高台 12% 反転復元

南

Ｆ
包含層 土師器 皿 残23

四
外
断

7 5YR7/3
5Y8/32

密 良好 口縁18% 反転復元

南

Ｆ
包含層 磁 器 青磁碗 残 1 0 高台 (61)

細
露
断

7 5GY6/1
7 5YR6/2
5GY8/1

密 堅緻 高台55% 反転復元

南

Ｆ
包含層 須恵器 椀 (112) 残3.5

ｎ
外
断

N7/0
N7/0

密 良好 口縁10% 反転復元

南

Ｆ
包含層 須恵器 椀 残09 高台 (66)

内
外
断

Ｎ

Ｎ

Ｎ

密 良好 高台25% 反転復元

南

Ｆ
包含層 須恵器 椀 残 11 高台 (54)

四
外
断

Ｎ

Ｎ

Ｎ

密 良好 高台35% 反転復 元

南

Ｆ
包含層 須恵器 杯 身 残31 蔚台 (118

(困 ,NO/υ
(外)N6/0
(断)N6/0

密 良好 高台■% 反転復元

南

Ｆ
包含層 須忘器 播鉢 (260) 残80 (外 )N6/0

(断)N70
密 良好 日縁 8% 反転復元

南

Ｆ
包含層 緑rTH陶 器 椀 (108) 残32 (釉)深緑

(断)N4/0 密 良好 日縁 7% 反転復元

155
南

Ｆ
包含層 緑釉陶器 椀 ? 残1 8

(釉)深緑

(断)25Y8/1 密 やや不良

北

Ｂ
SP14 土師器 皿 (86)

内
外
断

25Y7/3
2.5Y7/3
2.5Y7/3

密 良好 10°/o 反転復元

北

Ｂ
包含層 磁器 青磁 皿 (101) 残245

くツ剌,Z btIXr/1
(外)2 5GY6/1
(断)75Y8/1

密 良好 口縁20% 反転復元

北

Ｂ
包含層 陶器 甕 力亀745 底 (136)

困
外
断

Nr/υ

N7/0
N7/0

密 良好 底部20% 反転復元

北

Ｃ
SX5 瓦器 椀 (124) 残 39

幻
外
断

叫
】
５Ｙ８

密 良好 日縁 25% 反転復元

北

Ｃ
SX5 瓦器 椀 (130) 残42

『
外
断

密 良好 口縁 15% 反転復元

北

Ｃ
SX5 瓦器 椀 (118) 残38

狗
外
断

N3/0
10Y8/1

密 良好 180/O 反転復元

北

Ｃ
瓦器 椀 (145) 残35

内
外
断

密 良好 口縁20% 反転復 元

北

Ｃ
SX5 瓦器 椀 (140)

(ツN,N4/υ
(外)N4/0
(断)N8/0

密 良好 日縁 15% 反転復元

北

Ｃ
SX5 瓦器 椀 (130) 残36 (外)25Y8/2

(断)25Y8/2
密 不 良 日縁20% 反転復元

北

Ｃ
SX5 瓦器 椀 (144) 残33 (外)N4/0

(断)N8/0
密 良好 日縁15% 反転復元

北

Ｃ
SK50 磁 器 青磁皿 (釉)5Y6/3

(断・露)5略 /2
密 良好 反転復元

北

Ｃ
SK50 磁 器 青磁重 残 103 闘雑

(釉 )5Y6/3
(断・露)5Y8/2

密 良好 日縁70% 一部反転復元

北

Ｃ
SD106 瓦器 椀 (129) 残44

四
外
断

N4/υ

N4/0
5Y8/2

密 良好 口縁20% 反転復元

表 7 出土遺物観察表 6
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物

ｏ

遺

Ｎ

跡
区

遺
地

遺構・

層位
種類 器種

法 量 ( )は復元値
色  調 胎 土 焼成 残存率 備 考

口径 器 高 底・高台俗 その他

北

Ｃ
SD106 瓦器 椀 (142) 高(42)

ｎ
外
断

N3/0
10Y7/1

密 良好 31% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 残 37

ｎ
外
断

密 良好 口縁12% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 残 43

門
外
断

密 良好 日縁 10% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 残 49

内
外
断

N4/0
N4/0
5Y8/1

密 やや不良 31% 反転復元

北

Ｃ
′

包含層 瓦 器 椀 (148) 残 36
内
外
断

密 良好 日縁 20% 反転復 元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 (156) 尼電335

い
外

断
75Y3/1
75Y8/1

密 良好 口縁10% 反転復 元

七

Ｃ
包合層 瓦器 椀 (132) 高台 (56) 外

断
N3/0
10Y8/1

密 良好 55% 一部反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 (138) 残 32

内
外

断
密 艮好 口縁13% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 (134) 残42

内
外

断

5YR7/4
5Y4/1
7 5YR7/3

密 不 良 口縁 10% 反転復元

北

Ｃ 包含層 瓦 器 椀 (154) 残38
内
外

断
密 良好 口縁 10% 反転復元

北

Ｃ 包含層 瓦器 椀 (140) 残 28
内
外
断

密 良好 日縁 10% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 (124) 残24 (外 )N4/0

(断)5Y8/1
密 やや 不良 日縁 10% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 (110) 残38 (外 )N3/0

(断)N7/0
密 良好 口縁 10% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 残 14 高台(64) (外 )N4/0

(断)5Y3/2
密 やや不良 高台40% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦器 椀 残 19 高台(45)

門
外
断

N4/0
75Y8/

密 良好 高台30% 反転復元

北

Ｃ
包含層 瓦質 羽 釜 (180) 残54

内
外
断

75Y4/
75Y4/
75Y4/

やや密 やや不 良 日縁 10% 反転復元

北

Ｃ
包含層 磁 器 白磁碗 (166) 残 31

(内 ,75Y7/
(外 )75Y7/
(断)75Y8/

密 良好 日縁 10% 反転復元

北

Ｃ
包含層 土製品 土 錘

長 325
幅 105

(内 )10YR7/2
(外)5YR6/4

密 良好 完 形

北

Ｅ
SP98 瓦器 椀 (160)

(内 )N3/0
(外)N3/0

密 やや不良 一部反転復元

北

Ｅ
SP20 瓦器 椀 (148)

内

外
N4/0
25Y3/1 密 良 好 20% 反転復元

北

Ｅ
SD70 瓦器 椀 (150) 残49

内
外
晰

密 良好 口縁30% 反転復元

北

Ｈ
SP104 瓦 器 椀 残22

内
外
断

密 良好 底部 20% 反転復 元

北

Ｅ
SP66 土師器 皿

内

外

断

25Y8/1
25Y8/1
25Y8/1

宅 良好 25% 反転復 元

牝

Ｅ
土師器 皿 残 13

ｎ
外
断

7 5YR8/4
5YR7/4

密 良好 日縁12% 反転復元

北

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (154) 残46

ｎ
外

断
N2/0
25Y8/3

密 良好 日縁18% 反転復元

北

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (158) 残 28

関
外

断
N4/0
5Y8/2

密 良好 口縁12% 反転復元

北

Ｅ
包合層 瓦 器 椀 残39

内
外
断

密 良好 日縁15% 反転復元

北

Ｅ
包含層 瓦器 椀 (110) 残30

四
外
断

N3/0
25Y8/4

密 良好 日縁 14% 反転復元

表 8 出土遺物観察表 7
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遺物

No

跡
区

遺
地

遺構・

層 桁
種 類 器 種

法 量 ( )は 復 元値
色  調 胎 土 焼成 残存率 備 考

日径 器 高 底・高台℃ その他

北

Ｅ
包含層 瓦器 椀 残23 高台(57)

同
外
断

N4/0
5Y7/1

密 良好 高台25% 反転復元

北

Ｅ
包含層 瓦器 椀 残 135 高台(66)

内
外
断

密 R好 高台25% 反転復 元

北

Ｅ
包含層 瓦 器 椀 残 15 高台(51)

内
外
断

N3/0
N3/0
75Y8/1

密 良好 高台49% 反転復 元

北

Ｅ 包含層 瓦器 椀 残 13 高台 (54)
内
外
断

密 良好 高台24% 反転復元

北

Ｅ
包含層 瓦器 皿 (98) 14 底(76)

門
外
断

10YR4/1
25Y8/1

徳 良好 15% 反転復元

北

Ｅ
包含層 瓦器 ml (106) 残 10

ｎ
外
断

密 良好 口縁 13% 反転復元

北

Ｅ
包含層 土師器 皿 (90) ll

ｎ
外
断

5YR7/6
5YR7/6

密 良好 口縁H% 反転復元

北

Ｅ
包含層 磁 器 青磁皿 死寛29

内
外
断

Ｙ

Ｙ

Ｙ

密 良好 口縁 10% 反転復元

北

Ｅ
包含層 磁 器 吉磁碗 (163) 残34

内
外
断

7 5GY6 5/2
7 5GY6 5/2

lY7 5/2
緻 密 良好 口縁 13% 反転復元

北

ε
包含層 磁 器 青磁碗 (136) 残28

内
外
断

75Y6/2
75Y6/2
75Y8/1

密 良好 口縁 10% 反転復元

北

Ｅ
包含層 磁 器 自磁碗 (158) 残34

内
外
断

7Y8/05
7Y8/05

緻密 良好 日縁 22% 反転復元

北

Ｅ
包合層 磁 器 白磁碗 (176) 残29

四
外
断

65Y7/2
7Y8/2

緻 密 良好 日縁10% 反転復元

北

Ｅ
包含層 須忘器 杯 ア髭24 高台 (111

肉
外
断

密 良好 高台21% 反転復元

北

Ｅ
包含層 須恵器 士霊 残 23 底 (102)

内
外
断

密 良好 底部 H% 反転復 元

北

Ｉ
瓦 器 椀 (124) 残 34

内
外
断

25Y2/1
25Y7/1
25Y8/1

密 良好 日縁 11% 反転復 元

212
北

Ｉ
瓦器 椀 残30 高台(46)

四
外
断

10YR3/Z
10YR8/2
5YR7/6

密 やや不 良 高台 16% 反転復 元

北

Ｉ
須恵器 杯 蓋 (146) 残 13 外

断
密 良好 口縁8% 反転復元

北

Ｉ
須恵器 杯 身 残 12

肉
外
断

10Y7/1
10Y7/1
10Y7/1

密 良好 反転復元

北

Ｉ
SK10 瓦器 椀 (122)

内
外
断

75Y2/1
75Y2/1
75Y8/1

密 良好 日縁 12% 反転復元

北

Ｉ
土師器 椀 残08 底 (60)

内

外

断

25Y8/2
7 5YR3/4
7 5YR8/4

密 良好 底部 17% 反転復 元

北

Ｉ
包含層 瓦器 椀 (132) 残 39

(内 )N3/0
(外)N3/0
(断)N8/0

富 良好 日縁 10% 反転復元

北

Ｉ
包含層 瓦器 椀 (120) 残 36 (外 )N5/0

(断)75Y8/1
密 良好 口縁 14% 反転復元

化

Ｉ 包含層 須恵器 長頚壷 残54
ｎ
外

断
密 良好 一部反転復元

南

Ｆ 包含層 黒色 土器 椀 残24
内
外
断

10YR3/1
10YR3/1
10YR3/1

密 良好

北

Ｃ 包含層 瓦器 椀 残 17
ｎ
外
断

密 艮好 底 部 20% 反転復元

表 9 出土遺物観察表 8
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録抄圭
日

と
口
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ＩＸ
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干
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巻 次

シ リー ズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名 奥 不日之

編 集 機 関 大阪府教育委員会 文化財保護課

所 在 地 〒5408571大阪府大阪市中央区大手前2丁 目 TEL 06-69410351

発行年月 日 2002と F3)日

ふりがな
FFJ7着駄 タ

ふりがな
所存 飢

コー ド ヨヒ沐草 只 桂
調査期間

向頼
(だ )

調査原因
市町村 遺跡番号

たのうみなみいせき

田能南遺跡

高槻市大宇

田能地内

27207

179
135°

35′

42″

34°

57′

19〃

2000年 9月 ～
2002年 3月

2,211

府営農地還元
利活用事業
(樫 田地区)

たのうきたいせき

田能北遺跡
178

135°

35/
30〃

ｏ

　

′

　

〃

４

７

３

３

５

０

2001年 6月 ～

同年 12月
2,950

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

田能南遺跡 集落跡
平安時代
中  世
江戸時代

建物跡
建築材の集積場

柵列
溝
土坑

黒色土器
緑釉陶器
瓦器
土師器
青磁

白磁

須恵器
木製品

田能北遺跡 集落跡
平安時代
中  世
江戸時代

建物跡
柵列
溝
土坑

黒色土器
緑釉陶器
瓦器
土師器
青磁

白磁

須恵器
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調査地区全景 (南西より)



図版 1

田能南遺跡

1.A地 区全景

2.B地 区

遺物出土状況

3.A地 区基本断面

4.B地 区基本断面

南より

東より

轟

(2)



図版 2

田能南遺跡

1.落込み 1

遺物出土状況

】ヒより

2. 落込み 1

遺物出土状況 (細部)

東より

B地区全景

西より



図版 3

田能南遺跡

1.D地区全景

東より

2.D地区全景

西より

3.D地 区基本断面 (4)

4.D地 区基本断面 (1)



図版 4

田能南遺跡

1.建物 1・ 2

2.

3.

4.

5。

6.

7.

建物 l SP10

建物 l SP12

建物 l SP13

建物 l SP62

建物 l SP64

建物 l SP65

東より

摯
一琴
升

斡
議

， 滞
“説
一， 益

8.建物 2

東 より



図版 5

田能南遺跡

1.E地 区全景

2.柵夢Jl

3.E地区基本断面

4. t14ア Jl SP148

5, 柵ア」l SP149

6. 柵列 l SP150

7. 柵アJl SP151

工

Ｊ

鋲
聯
成

西 より

西より



図版 6

田能南遺跡

1.F地 区全景

南 より

2.土坑 2・ 3

南より

3.F地 区基本断面 (1)

4.F地 区基本断面 (4)



図版 7

田能北遺跡

1.全景

南東より

2.BoC・ D・ I地区全景

東より

3.C地 区基本断面

4.E地 区基本断面

5,I地 区基本断面

ド
宝:

争イ
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IF  i ど
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二
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図版 8

田能北遺跡

1.C地 区全景

南より

2.C地区建物群

】ヒより

3.C地 区建物群

南西より



図版 9

田能北遺跡

1.E地区建物 1

南より

2.建物 l SP10

3.建物 l SP25

4. 建物 l SP68

5。 建物 l SP92

6.SP20遺物出土状況

7.SP93遺物出土状況

・ 示聰 」

8,I地 区全景

南より



図版10

田能北遺跡

1.建物 3

2.建物 3 SP54

3.建物 3 SP62

4.建物 3 SP69

5.建物 2

6.建物 2 SP26

7.建物 2 SP32

8.建物 2 SP87

】ヒ〕東より

オラ�!・

~「

:ゴ |

東より



図
版
Ｈ
　
出
土
遺
物

田能南遺跡 A地区

田能南遺跡 B地区落込み 1



図
版
１２
　
出
土
遺
物

婆与:;]i〔
li:与与与与与:i, 105

田能南遺跡 B地区包合層

田能南遺跡 DoE・ F地区



図
版
１３
　
出
土
遺
物

圏能北遺跡 C地区

田能北遺跡 EoH地 区



図
版
１４
　
出
土
遺
物

田能北遺跡 B'I地 区
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